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訪れたシュトゥットガルト市には、児童の約半
数が移民背景を持ち、出身国は 24 か国にわたる
という小学校もありました。
このようにドイツは量的にも質的にも日本よ
りはるかに多文化化が進行しており、文化的多
様性と教育をめぐる議論や政策、実践の中に見
るべき点が多くあります。それは、模範となり
うる先行例であることもあれば、実践の難しさ
を物語る現実であることもあるでしょう。いず
れにしても、これらドイツの事例は日本におけ
る同様の課題を考える上で非常に示唆に富んで
いるのですが、残念なことに日本ではあまり詳
しく知られていないように思います。そこで
HANDS の活動を通して、これまでの研究で得
た知見を紹介したり、それらを知っているから
こそのアイディアを出したりしていくことが自
分に求められている役割だと考えています。
今年度第 1 回目の「外国人児童生徒教育推進
協議会」を 6 月 16 日に開催しました。今年度も
栃木県教育委員会と県内 9 市 1 町の教育委員会
並びに小中学校の代表校長に参加していただい
ています。今回、学外から 26 名の方にご参加い
ただきました。茅野甚治郎理事、渡邉直樹多文
化公共圏センター長、石渡美穂栃木県教育委員
会事務局学校教育課指導主事より、ご挨拶を頂
きました。次に、今年度はメンバーの約 2 ／ 3
が入れ替わりましたので、学外参加者から、外
国人児童生徒在籍状況・支援例・課題等を含め、
少し長めの自己紹介をしていただきました。そ
の上で、3 つの話題を取り上げました。
第一に、今年 3-4 月にかけて実施した 4 回目
の「栃木県における外国人生徒の進路状況調査
結果」の中間報告を行いました。今回は 119 名
の卒業生の進路が明らかになりました。特筆す
べき点を 2 点だけあげますと、中学 3 年次に日
本語指導が必要だった 35 人の公立定時制への進
学率が約 1 ／ 4 で、全日制進学率とほぼ同じで
した。昨日神奈川県の高校教諭と会う機会があ
りましたが、神奈川県でも国際教室（栃木県で
の日本語教室に当たる）に在籍する生徒の定時
制への進学率が高い傾向が続いているとのこと
でした。また、119 人のうち特別措置受検者は
13 人で、そのうち 8 名が公立全日制に進学して
います。報告のあとの質疑では、特別措置受検
状況が主な話題となりました。
第二に、文部科学省が刊行した『外国人児童
生徒のための JSL 対話型アセスメント DLA』
（H26 年 1 月刊行）や『外国人児童生徒教育研修
マニュアル』（H26 年 1 月刊行）を資料として、「特
別の教育課程による日本語指導」に関する動き
も視野に入れながら、外国人児童生徒への日本
語指導に関するミニ研修を行いました。
第三に、「高等学校との協力関係構築」につい
て意見交換しました。協議会でこのような話題
を取り上げたのは初めてのことです。時間がか
かり過ぎた気はしますが、HANDS では外国人
生徒の高校での就学状況と高校卒業後の進路に
対する関心を高めています。前者に関しては、
特に日本語指導が必要な生徒の就学状況が気に
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なります。文科省の発表（平成 24 年 5 月）では、
栃木県の高校における日本語指導が必要な生徒
は 16 名と少ないのですが（参考までに茨城県 13
名、神奈川県 408 名）、この数値の背景や意味
も含め、外国人生徒の高校での就学状況の現状
や課題を把握したいと思っています。後者につ
いては、高校を卒業した日本人生徒の約半数が
大学を始めとする高等教育へ進学するのに対し、
外国人生徒の高校卒業後の進学率ははるかに低
いと思われます。高校進学における日本人と外
国人の間の進学格差よりも大学進学におけるそ
れの方が深刻だと主張する人もいます。まずは、
これらのことについて高校関係者と幅広く情報・
意見交換する場を設けたいと思っています。
秋からは多言語による高校進学ガイダンスも
始まります。是非、HANDS の活動を覗いてみ
て下さい。今後とも、HANDS に対するご意見
やご要望を積極的にお寄せください。
2014 年 8 月 7 日と 8 日の 2 日間、宇都宮市教
育委員会東生涯学習センター（以下、東生涯学
習センター）と HANDS プロジェクトの協働で
「子ども国際理解サマースクール」（以下、サマー
スクール）が行われました。本事業は、HANDS
としては 5 度目となる多文化共生教育実践です。
宇都宮市内の小学校 4 年生から 6 年生を対象
に受講生を今年も定員 30 名で募集したところ、
50 名以上の児童の応募がありました。年々好評
で、リピーターの児童も目立ちました。応募し
てくれた全員に参加して欲しかったのですが、
安全面などを考慮し検討した結果、抽選で 4 １
名に絞りました。
第 1日目：８月７日 10時～ 12時
テーマ ｢世界を知ろう＆世界から学ぼう 2014 
～韓国編～｣
一昨年の 2012 年から、世界の国や地域から 1
つを選び、その国や地域について学習すること
により、国際理解教育の一助となるよう構成さ
れたシリーズです。今年は開校式で東生涯学習
センター水沼栄所長よりご挨拶いただいたあと、
早速講座が始まり、日本のお隣の国・韓国につ
いて、韓相榮さんと鄭仁淑さん（ともに、栃コ
リア、宇都宮大学大学院国際学研究科前期課程
修了）にご協力いただき、以下の 4 つを中心に、
楽しく学びました。
１．韓国の文化について
　　①韓国の紙幣・韓国語紹介　②韓国衣装試着
２．韓国の伝統楽器体験－サムルノリ（四物ノリ）
楽器の説明・体験
３．テコンドー体験
４．韓国の遊び ｢チェギチャギ｣（羽蹴り）
｢１．韓国の文化について｣ では、たくさんの
ことを知りました。韓国は飛行機で 2 時間とい
う非常に近い国であることを地図を使った説明
で改めて実感しました。女性は結婚してもたい
ていは夫の姓に変更せず、夫婦別姓が多いこと
や、子どもの姓はたいてい夫の姓になるそうで、
子どもの姓については母の姓も選択できるとい
う制度は整っているが、昔のままの慣習を好む
夫婦が多いことを知りました。
食事については、韓国で使われているスプー
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